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七
福
、
引
越
し
先
の

害
虫
駆
除
サ
ー
ビ
ス
始
め
る

害
虫
駆
除
サ
ー
ビ
ス
の
�有
七
福
（
東
区

戸
坂
惣
田
二
丁
目
五
―
一
八
、
山
路
英
男

社
長
）
は
、
県
内
の
不
動
産
関
連
会
社
と

提
携
し
、引
越
し
先
の
部
屋
の
害
虫
駆
除
、

殺
菌
消
毒
を
す
る
「
快
適
新
生
活
応
援
パ

ッ
ク
」
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

病
院
や
飲
食
店
、
食
品
工
場
な
ど
の
害

虫
駆
除
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
。
医
薬
部

外
品
の
安
全
な
薬
品
を
使
っ
て
、
引
越
し

前
の
部
屋
の
ダ
ニ
、
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
と
殺

菌
消
毒
を
実
施
。
施
工
後
三
ヵ
月
間
に
ゴ

キ
ブ
リ
が
出
た
場
合
は
無
料
で
再
駆
除
す

る
保
障
付
き
で
、
価
格
一
万
五
〇
〇
〇
円

か
ら
。
荷
物
を
外
に
運
び
出
し
た
り
す
る

必
要
が
な
い
た
め
、
居
住
中
の
施
工
に
比

べ
割
安
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
。
県
内
の

不
動
産
関
連
会
社
一
〇
〇
社
と
提
携
し
、

年
間
で
一
社
に
つ
き
三
件
の
受
注
を
目
指

す
。
現
在
、
一
〇
社
と
提
携
済
み
。
蜂
駆

除
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
チ
レ
ス
キ
ュ
ー
」
の
代

理
店
網
を
活
用
し
た
全
国
展
開
も
構
想
中
。

▽
�株
合
同
総
研
（
中
区
大
手
町
五
丁
目
一

七
―
一
三
）
は
６
月
１０
日
午
後
１
時
半
か

ら
、「
明
快
、
公
平
な
新
・
給
与
制
度
構
築

セ
ミ
ナ
ー
」
を
同
社
内
で
開
く
。
人
件
費

設
定
の
た
め
の
財
務
分
析
や
適
正
な
賃
金

体
系
と
人
事
評
価
制
度
の
構
築
な
ど
を
、

事
例
を
交
え
て
説
明
す
る
。
参
加
無
料
。

�電
五
〇
四
―
〇
五
〇
四
。

▽
�株
ツ
チ
ヨ
シ
産
業
（
九
十
九
徹
社
長
）

は
５
月
７
日
、
本
社
事
務
所
を
西
区
上
天

満
町
三
―
二
六
か
ら
、
同
町
一
―
一
五
の

中
電
工
上
天
満
町
ビ
ル
二
階
に
移
転
し
た
。

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し
。
営
業

本
部
は
移
転
し
な
い
。

▽
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
講
演
会

「
発
表
！
わ
た
し
の
国
際
化
計
画
」
を
、

６
月
１
日
に
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
１３

日
と
１４
日
に
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
く
。

日
常
生
活
中
の
国
際
化
に
つ
い
て
の
講
演

や
外
国
人
と
の
交
流
会
が
あ
る
。
参
加
無

料
。
�電
二
七
三
―
五
〇
九
三
。

▽
関
西
学
院
同
窓
会
広
島
支
部
（
松
本
喜

一
郎
支
部
長
）
は
、
６
月
１４
日
午
後
６
時

半
か
ら
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で

支
部
総
会
懇
親
会
を
開
く
。
来
賓
は
浅
野

考
平
副
学
長
、
宮
田
満
雄
同
窓
会
副
会
長

ほ
か
。会
費
は
男
性
一
万
円
、女
性
と
０
２

〜
０
６
年
卒
の
男
女
五
〇
〇
〇
円
、
０
７

〜
０
８
年
卒
の
男
女
一
〇
〇
〇
円
。
�電

二
九
五
―
二
九
一
〇（
東
洋
技
研
・
小
松
）。

▽
松
山
大
学
温
山
会
広
島
支
部
（
今
村
和

紀
支
部
長
）
は
、
６
月
４
日
午
後
６
時
半

か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広

島
（
旧
広
島
全
日
空
ホ
テ
ル
）
で
支
部
総

会
を
開
く
。
会
費
は
男
性
七
〇
〇
〇
円
、

女
性
三
〇
〇
〇
円
、
０
７
年
度
卒
業
生
は

無
料
。
�電
二
三
八
―
一
五
四
一（
安
部
）。

訂

正

５
月
１
・
８
日
合
併
号
３
頁
の

広
島
市
内
主
要
ホ
テ
ル
記
事
中

で
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
の

シ
ャ
ン
パ
ン
バ
ー
５
月
３
〜
６
日
を
３
〜

５
日
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
サ
ン
バ
は
ボ
サ

ノ
バ
に
訂
正
し
ま
す
。

途
切
れ
な
く
続

く
け
た
た
ま
し
い

サ
イ
レ
ン
の
音
は
、

当
院
救
急
部
の
喧

騒
を
一
層
倍
加
さ

せ
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
は
二
四
時
間
衰
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
に
、
最
近

季
節
を
問
わ
ず
尿
路
結
石
患
者
さ
ん
が
多

数
運
ば
れ
て
く
る
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
、
結
石
は
夏
の
も
の
、
冬
は
前
立

腺
肥
大
症
の
尿
閉
と
相
場
は
決
ま
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
全
く
疾
患
の
季
節
感
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
他
科
の
疾
患
で
も
い
え
る
の
で
し

ょ
う
け
ど
、
昔
の
よ
う
に
四
季
の
自
然
の

中
で
生
活
し
て
い
た
時
代
に
比
べ
、
年
中

人
工
的
に
調
整
さ
れ
た
環
境
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
一
因
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
結
石
が
暑
い
時
期
だ
け
の
も

の
で
な
く
な
っ
た
の
に
は
、
ま
だ
ほ
か
に

理
由
が
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
う
、
食
生
活

の
変
化
で
す
。
最
近
で
は
日
本
人
も
、
動

物
性
蛋
白
質
を
多
く
摂
る
欧
米
風
の
食
ス

タ
イ
ル
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

動
物
性
蛋
白
質
が
曲
者
で
、
結
石
形
成
に

大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
蛋

白
質
の
多
量
摂
取
は
、
結
石
成
分
で
あ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
、
蓚
酸
、
尿
酸
の
腎
臓
か
ら

の
排
泄
を
増
加
さ
せ
、
尿
中
濃
度
の
上
昇

を
招
き
、
結
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
結

石
予
防
を
考
え
た
時
、
食
生
活
の
改
善
が

問
題
と
な
り
、
話
が
結
石
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
生
活
習
慣
病
ひ
い
て
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関
連
に
及
ん
で
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
結
石
も

立
派
に
生
活
習
慣
病
の
一
疾
患
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
て
い
る
の
で
す
。

結
石
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
（
体
外

衝
撃
波
結
石
破
砕
術
）
が
導
入
さ
れ
て
か

ら
、
簡
単
に
治
療
で
き
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
、
そ
の
根
本
に
あ
る
原
因
の

深
さ
ま
で
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
予
防
こ
そ
治
療
そ
の

も
の
で
す
。「
水
飲
ん
ど
き
ゃ
え
え
ん
じ
ゃ

ろ
」と
か「
ビ
ー
ル
で
治
せ
る
ん
じ
ゃ
け
え
、

え
え
病
気
よ
」と
い
っ
た
軽
く
、甘
い
認
識

を
早
く
払
拭
し
、
も
っ
と
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
改
善
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。そ
う
す
れ
ば
以
前
の
よ
う
に
、

疾
患
か
ら
季
節
を
感
じ
る
時
代
が
戻
っ
て

来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

と
偉
そ
う
に
言
っ
て
お

き
な
が
ら
、
隠
れ
て
こ

っ
そ
り
腹
囲
を
測
っ
て

い
る
自
分
が
寂
し
く
も
、

恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

結
石
は
季
節
の
も
の
？

広
島
市
医
師
会
理
事

広
島
市
民
病
院
泌
尿
器
科
主
任
部
長

荒
巻

謙
二

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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